
 

日本比較経営学会第 4６回全国大会 

 

統⼀論題テーマ 
ポスト株主資本主義の経営 

――ポスト株主資本主義とポストコロナの経営（学）の探求―― 
 

 

 

期間︓2021 年７月３０日（⾦）〜８月１日（日） 

場所︓Zoom ミーティング 

日本比較経営学会第４６回全国大会実⾏委員会

 

[大会実行委員長]  田中 宏 

[大会実行委員]  山崎敏夫、林裕明 
[大会事務局] 〒525-8577 滋賀県草津市野路東 1－1－1 

立命館大学 経済学部 田中宏研究室 

hirotana@ec.ritsumei.ac.jp TEL：077-561-4849 
 

[大会本部（※7/31、8/1 当日）］ 

オンライン本部：立命館大学 BKC：アドゼミ 208 教室 

連絡先：070-1808-2208（当日のみ） 

 



日本比較経営学会第 46回全国大会プログラム 
7 月 30 日(金)  

16:00 学会誌編集委員会・プログラム委員会・会計監査        

17:00 理 事 会 
  

7 月 31 日(土) 自由論題報告 45 分(報告 25 分、質疑応答 20 分)  

09:00 受  付  

09:20 開会式    理事長 田中 宏（立命館大学） 

 自由論題セッション A 自由論題セッション B 自由論題セッション C 自由論題セッション D 
 

09:30 

 

 

 

10:15 

＜司会＞ 
小西豊（岐阜大学） 
＜報告者＞ 
岩﨑一郎（一橋大学） 
「欧州新興市場の教育
収益率：メタ分析」 

＜司会＞ 
山縣正幸（近畿大学） 
＜報告者＞ 
樋口晃太（中央大学・院） 
「CSV 実現プロセスの導
出―「希望の大麦プロジ
ェクト」の事例研究―」 

＜司会＞ 
藤原隆信（筑紫女学園大学） 
＜報告者＞ 
中川圭輔（下関市立大学） 
「韓国型長寿企業の経営理念に関す
る一考察―斗山財閥の創業者と二代
目をめぐる公益精神を中心に－」 

＜司会＞ 
中道眞（新潟薬科大学） 
＜報告者＞ 
謝暁ブン（東洋大学・院） 

「日本のゲーム会社の海外進出に関
する一考察―ゲーム会社の海外進出
活動の実証分析を通じて―」 

 休憩・移動（5 分） 

 自由論題セッション E 自由論題セッション F 自由論題セッション G 自由論題セッション H 
 

10:20 

 

 

 

11:05 

＜司会＞ 
小西豊（岐阜大学） 
＜報告者＞ 
太田行信（昭和女子大学） 
「フリードマン・ドクトリンの終焉：
企業の存在意義の見直しと資
本主義の再構築」 

＜司会＞ 
山縣正幸（近畿大学）
＜報告者＞ 
陳玉媛（中央大学・院） 
「中国企業における価
値共創概念についての
考察」 

＜司会＞ 
藤原隆信（筑紫女学園大学） 
＜報告者＞ 
山西万三（地域産業総合研究所） 
「コロナ禍の企業戦略 創業
113 年の老舗株式会社たにぐ
ちの新商品開発挑戦」 

＜司会＞ 
中道眞（新潟薬科大学） 
＜報告者＞ 
楊亜蝶（東洋大学・院） 
「企業の成長戦略と環境経営
に関する研究分析―日本製紙と
王子製紙の事例を中心に―」 

 休憩・移動（5 分） 

 自由論題セッション I 自由論題セッション J 自由論題セッション K 

 

11:10 

 

 

 

11:55 

＜司会＞ 
中屋信彦（名古屋大学） 
＜報告者＞ 
竇少杰（立命館大学） 
横井和彦（同志社大学） 
「中国の『職称』制度と
その特徴」 

＜司会＞ 
岩波文孝（駒澤大学） 
＜報告者＞ 
山崎敏夫（立命館大学） 
「ドイツにおける企業間
人的ネットワークの戦前
と戦後の比較」 

＜司会＞ 
松本典子（駒澤大学） 
＜報告者＞ 
櫻井秀子（中央大学） 
「営利・非営利のハイブ
リッド経営―イラン、マレー
シアの事例を中心に―」 

11:55 
13:00 

お昼休み ／ 理事会（12：00～）  

 ワークショップ 書評セッション 
 

13:00 

 

 

 

 

 

 

14:20 

テーマ：ポスト株主資本主義と企業経営の探究 
＜趣旨説明＞夏目啓二（龍谷大学名誉教授） 
＜報告者＞ 
森原康仁（専修大学） 

「NEBM（ニューエコノミー・ビジネスモデル）とウィンテリズム 
―『株主価値重視経営』がもたらした産業組織の制度的限界―」 

永島昂（立命館大学） 
「株主資本主義下の素形材産業」 

芳澤輝泰（近畿大学） 
「脱株主資本主義の動向とコーポレート・ガバナンス」 

＜書評 1＞ 
鈴木由紀子『より良い世界を構築するための競争』
中央経済社、2021 年 

書評者：細川孝（龍谷大学） 
＜書評 2＞ 

林裕明『ロシア社会の体制転換―階層構造の変化

に着目して』国際書院、2021 年 

書評者：白川欽哉（釧路公立大学） 
司会:青木雅生（三重大学） 

 休憩（10 分） 

14:30 

 

 

 

16:50 

講演会： 株主重視型経営の限界と新たな経営のあり方（SDGs－CSR 経営の提唱） 

趣旨説明 藤原隆信（筑紫女学園大学） 

報告者：足立辰雄（CSR コンサルタント）「株主重視型企業経営の限界と企業経営のあり方」 

池内計司氏（IKEUCHI ORGANIC 代表取締役）「環境重視型企業経営の実践例」 

高本泰朗氏（株式会社リゲッタ代表取締役）「地域社会＆従業員重視型経営の実践例」 

17:00 
18:00 

会員総会 



8 月 1 日(日) 

09:30 受  付   

 統一論題：ポスト株主資本主義の経営 

――ポスト株主資本主義とポストコロナの経営（学）の探求―― 

10:00 

10:10 

趣旨説明「ポスト株主資本主義の経営とは」 

プログラム委員長 藤原隆信（筑紫女学園大学） 
 
10:10 
 
報告 

各 25 分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12:00 

 
司会：木村有里（中央大学）・小西豊（岐阜大学） 
 
第 1 報告 柴田 努（岐阜大学） 

「株主第一主義の転換と企業支配構造」 
第 2 報告 國島 弘行（創価大学）  

「株主（ファンド）資本主義と日本の企業経営の変容」 
 

＜休憩 10 分＞ 
 
第 3 報告 村上 了太（沖縄国際大学）  

「ポスト株主資本主義の企業経営――地域と企業――」 
第 4 報告 桜井 徹（日本大学名誉教授）  

「株主資本主義批判としての企業パーパス論の意義と限界 
――持続可能な社会における企業の在り方を求めて――」 

12:00 

13:00 
お昼休み ・ 理事会  

13:00 

 

 

 

 

 

 

 

15:30 

討論者 1 風間信隆（明治大学）    ※主に第１～２報告 

討論者 2 岸田未来（立命館大学）  ※主に第３～４報告 

からのコメント 各 15 分×２  

報告者からのリプライ 10 分×４ 

＜休憩 10 分＞ 

オンライン参加者を交えての討論 70 分 

 

15:30 

15:40 
閉会式  

 

 
＜備考＞ 

・第 46 回大会の参加費は「無料」です。 

・各会場への参加方法（Zoom ミーティングのリンク、ミーティング ID、 

パスコード等）については、別途お知らせします。 

 

      


